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本会記事

に 関連 した研 究 に新たな展開が 見られ，水素リ テ ン シ ョ ン の 研

究 と共に，今後 の応用研究 が急 速に進 む と期待 され る．今回，全
体 的に見て特 に 目疏っ た点 は，核 融合構造材料と増殖材等 との

相 互 作用，すなわち材料の シ ス テ ム イ ン テ グ レ ー
シ ョ ン に 関連

した 発表件数の 増え たこ とが あげ られ る．炉工 学 と して の 材料

シス テ ム の 研 究は，核融合炉 の早期建設 に 向け ，最重要課題の
・

つ で ある，今 後，材料開発基礎研究 と並行 させ，着実 に研究を展

開 して い くこ とが切望 され る．　 　 　 　 　 　 　 （木村 晃彦）

6．3 炉 シス テム ・設 計

　 本セ シ ョ ン で は 両 日 と も12件，計24件 の 発 表が 行 われ た，
ITER に 関 して は，高密度 で 定常 な運転 に 重点をおい たコ ン パ ク

トITER の 概 念設計につ い て の 発 表 （9件）が行われた，物 理的

に は，各種エ ネ ル ギー増倍率 （10，20，無限大）で の 運転領 域の

検討，長時間運 転（〜2，500s ）お よび ブ
ー

トス トラ ッ プ電流 の 大

きい 定常運転の 可能性の 検討が報 告 された，工 学 的には，素 線電

流 を 高 く し小 型 化 した ウ ェ ッ ジ支持 方式の トロ イダル コ イル ，
分割型 でパ ン ケ

ー
キ巻 きに した 11r心 ソ レ ノ イ ドコ イル ，第

一
壁

分離型 の 遮蔽 ブ ラン ケ ッ ト，カ セ ッ ト方式 の 小型 化 ダイバ ー

タ，白然 循環 に よ る崩壊熱 除去の 可能性，CVD 一
ダ イヤモ ン ド

窓 を真空境界 （10気圧 まで 試験）と した ECRF 加熱 シ ス テ ム の

設計，40ha まで 縮小 した配置設計等が報告 された，長期 エ ネル

ギ ー展望 に 関 して は，UI一界 エ ネル ギー・環境 モ デ ル に よ る 核 融

合エ ネル ギ
ー

の ポ テ ン シ ャ ル 試算が行 われ，核融合 は2Q50−80
年頃か ら導入 され2100年時点で 20％程度 にな り得る との 結 果が

示 され た．炉 概 念 に 関する 発表 と して は，電流駆動 に よ りプ ラ ズ

マ 電流 を立 ち．．Eげる （約 1 日）こ とで 中心ソ レノ イ ドコ イル をな

くし た定常核融合動力炉の 概念 初期に トリチ ウ ム を装荷 しな

くて もDD 運転 か ら開 始 して 105 日程 度で 定常な DT 運 転 ま で の

起動 可能性，核融合 炉の 広 範な 熱利用 の 可能性，高温 （1，000
度）水蒸気電解に よ る高効率水素製造が 可能な核融合発 電 プ ラ

ン ト概念の 検討，主 半径 IOm 級の 高ベ ー
タ球状 ト

ー
ラス に よ る

DD 炉の ロ∫能性 が報告 された．事故事象に 関す る発表として は，
冷却材進入時 （ICE ）の 圧力 L昇抑制 シ ス テム の 試験 ・

解析が 行

わ れその 有効性が示 され た，また，真空境界破 断時 （LOVA ）の

ダス ト飛散は測
．
部の 場合が大 きい （約15％）こ とが示 された．そ

の 他 炉設計技術 に関す る発 表と して ， 上下位置不安定性 に 対
．
す

る 導体 シ ェ ル の 安定効果，トロ イダル 方向
一
周抵抗 の ド限値，ト

ロ イ ダ ル リ ッ ブ ル低 減 の た め の 強磁 性体 の 設計，ペ ブ ル ダイ

バ ー
タの 概 念 検討等が 行わ れ た．　　　　　　　　 （荘 司昭朗）

6．4　力口熱 ・電流慝区動

　加 熱
・電流駆動の 分野 にお い て も21世紀へ の 潮流が 見て とれ

た．加熱源の 開発 にお い て は，まず大 電 力 ・長パ ル ス ジ ャ イ ロ ト

ロ ン の 開発 が，H 本 原 子 VJ研 究所 （原研）お よび 核融合科学研究

所 （核融合研）に おい て 順調に 進め られ て い る，窓や伝送系など

の コ ン ポーネ ン トの 開発 も精力的 に行 なわ れ て い る 様子 が 伺 え

た．原研 で は 110GIIzで 単管あ た り1MW 出力 を 2秒 間 達成 し

て 加 熱源 と して の 実用性 を示 し，ITER 用 170　GHz 管 の 開発 も精

力的 に進 め て い る．こ れ ら 開発 に 関す る 発表が 8 件 あ り，加 熱実

験に 関す る もの は 3 件あ っ た．他方，NBI 関係 は負 イオ ン 方式
・

色 で あ っ た，世 界に先駆 けて原研，核融 合研 で導人 された同方式

NBI は 運 転実績 を積み なが ら次世代加熱装置 の 主 力 を担 う勢 い

で ある，プラ ズ マ 実験 に お ける成 果 と相俟 っ て負 イオ ン 源 の 効

率改 善や 次世代 を睨 ん だ 巾性化 セ ル の 開発 な ど，関係 す る発表

が 10件あ っ た．また，こ れ らの 装置 を用 い た加熱 実験 の 発 表が 2
件あ っ た．

　ICRF につ い て は，高電力加熱実験が炉心 プラ ズマ 分野 に まわ

っ た こ と もあ り，今］nl件 数が少 なか っ たが 新 しい ア ン テ ナ 方式

や 加熱 原理 ・物理 に 関す る 発表 が あ っ た．新 しい 閉 じ込 め 方式

の 装置 にお い て も小規模 なが ら加熱 ・電流駆動の実験 が 始ま り
つ つ あ る．球状 トカ マ ク にお ける 自発電流 の 実験や FRC へ の

ビー
ム入射に よ る 閉 じ込 め の 改 善，磁気圧縮 時の挙動 な ど興 味

深 い 結果が 報告 されて い た．　　　　 （金 了　修，市村真一）

6．5 炉心 プ ラズ マ

　 トカ マ ク，ヘ リ カル ，逆磁場 ピン チ，RFP ，ミラ
ー，コ ン パ ク

ト ト
ー

ラ ス 等の 各装置 よ り幅広い 実験，解析お よび装置 設計 に

関 す る65件の 興味深い 発 表が な され た，発表 者は 若手 が多 く，今
後の 核融合研究の 発展の た め に も好ま しい こ と とい える．
　JT−60U で は，負磁気 シ ア放電に おけ る内部輸送障壁の 研究で

ITB の 形成位 置に つ い て イ オ ン温 度勾 配を キーパ ラ メ ータ と し

て 調べ ，また ITB の 幅は 下 限値が イオ ン の ポ ロ イダル ジ ャ イロ

半径で 規定され る こ と を見 山 して い る，負イオン NBに よる電流

駆動で は不安定性 が存在し な い 時 に は MSE 計測 に よ る もの と

シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に よる 電流分布が
一
致す る こ と を確か め た E

で ，低 モ ード数の テ ア リ ン グ モ ー
ドの不安定性が生 じた場合，中

性 子発生率が 減少する こ とを観測 して い る．こ れ は，検 討 した 結

果 ビーム イオ ン 損失が 原因で ある と して い る．トカマ ク炉 を考

えた時に負イオ ン NB の有効性を考える上 で も重 要で ある，JFT
−2M で は，高速電流 駆動で の電 場 を HIBP を 用い て 計測 し，2 つ

の 速波 の ビート波 （lop　kHz）を観測 して い る．同 じ くJFT−2
M で の フ ェ ラ イ ト鋼板 を用い た リ ッ プ ル 低減化実験も重要で あ

る．また，TEXTOR −94 で の リ ミ タ実験，　TRIAM −1M で の プ ラ

ズ マ 位置制御に 関する研 究 ， TST −2球状 トカ マ ク報 告な ど興 味

深 い 報告 が 行わ れた．

　LHD は本格的 に稼動 して か ら約 2年が 経過 し，LHD プ ラ ズマ

の 特性 もかな り詳細 に調 べ られて きて お り， 今回は23件 とい う

大変 多 くの 発 表が あ っ た．LHD 閉 じ込 め則 で 期待 される 閉 じ込

め 時間お よ び それ以 上 の 閉 じ込め特性が達 成 されて い る こ とは

特筆に値する が，それ 以外に も次 の よ うな項 目が特 に注 目を集

め た，2％ を超 えるベ ータ値が 達 成 され，加熱パ ワ ーの 増力等 に

よ りさ らに 高べ
一

タが 狙えそうで ある．ペ レ ッ ト入射 に よ り密

度．L昇 と閉じ込め性能の 向上 が 図れた．　 NBI お よび ICRF 加熱

に よ り 1．分 を 超 える長 パ ル ス 運 転が 実現で きた．ICRF に よ る

加熱 ・閉 じ込め特性 の有効性が 示せ ，今後さ らな るパ ワ
ー
増力

を進 める こ ととなっ た．今後，核融合研以 外の 共同研究者に よ る

LHD で の 研 究成果発 表が増 える こ とを期 待 した い ．

　TS ．3およびTS −4 コ ン パ ク ト トーラ ス 実験装置か らは，コ ン パ

ク トトーラ ス
，

コ ン パ ク ト　RFP ，ス フ ェ ロ マ ッ ク，球状 トカマ

ク の 相互比較 および こ れ らの 配位 を利用 した 高速磁気 リ コ ネク

シ ョ ン によ る安 定性 の 改 善や高ベ ータ実現 の 試み等が 報告 され

た．そ の 他，金 沢 工 大で の ヘ リオ トロ ン DR で の 磁気面計測 な ど

の 着 実 な 実験，逆磁 場 ピ ン チ で の 新 しい 閉 じ込め モ ー
ドの 発

見，REPUTE −IULQ で の 低 Z 元素ペ レ ッ ト入射，ガ ン マ 10にお

け る ア ル ヴ ェ ン 速波 を用 い た高密度 プ ラ ズ マ の 生 成，お よ び CT

入射 に関 す る研 究等，興 味深 い 報告が あ っ た，

　　　　　　　　　　　　（二 宮博正，須藤　滋，小川雄
．−

6．6　’贋性核融合

　 両日で 15件 の 発表があ り，そ の 内11件が 若手発 表賞候 補 とい

うセ ッ シ ョ ン で あ っ た．その ため慣性核融合研究全体 の 動向や

トピ ッ ク ス と い うよ り，若 手研究者 の 考 え方 を聴 い て 議論 をす

るとい う発表会場の 雰囲気で あ っ た．そ の 意味で 彼ら と じ っ く
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